
自らの取り組みを楽しみ、周りの人を巻き込み、
地域課題に結び付けている、
そんな”スゴいひと”（＝すごいすと）が、兵庫県にはたくさんいます。

2025年、肩書も業種も説明できない、
個性あふれる「すごいすと」のもとで、
学びながらチャレンジしてみたい若者を募集します！

兵庫 「すごいすと」 インターンシップは、
兵庫県による「地域のネクストリーダー発掘プロジェクト」事業です。

約24日間（2025.7月～12月）

1日6時間程度

兵庫県在住、出身、または関心がある大学生・専門学校生など

1受入先につき2名程度

無料（交通費実費分支給※上限40,000円まで）

SUGOIST INTERNSHIP

参加費

※内容や活動時間は、受入先によって異なります。
※万が一の事故や怪我に備えて「インターンシップ保険（傷害・賠償責任保険）」に
　事務局負担でご加入いただきます。

人 数

対 象

時 間

期 間 主なスケジュール

活動イメージ

活動
中間報告会

最終成果報告会

2025.7月末～12月

2025.10月

2026.2月

・日常の業務サポート体験
・企画立案・実践の体験
 （イベント、広報、業務改善、リサーチ等）

やまぐちくにこさん
淡路地域（洲本市）

島を耕し、
アーティストの
拠点をつくる

河口紅さん
阪神南地域（芦屋市）

まちに遊びと
学びの場を

守本陽一さん
但馬地域（豊岡市）

シェア型図書館で、
地域社会をケア

玉木新雌さん
北播磨地域（西脇市）

「日常の豊かさ」を
作る播州織作家

2025年度インターシップ生募集！

インターン生募集中のすごいすとは15名程度。県内各地で受け入れ予定です。他の受入先についてはWebサイトをご確認ください。



SUGOIST INTERNSHIP

主催：兵庫県　運営：株式会社マック／NPO法人リベルタ学舎　お問合せ：NPO法人リベルタ学舎　info@lgaku.com　078-599-9381

やまぐちくにこさん

「価値の無いものに価値をつける」

高校卒業とともにいったん淡路島を離れるものの、結婚を機に戻り、アートを通
じてコミュニケーションの機会を提供する「NPO法人淡路島アートセンター」、
ノマドワーカー支援など新たな働き方をサポートする「ハタラボ島」などの設立
の中心として活躍。古民家を改装した宿泊機能付きのシェアスペースを、アー
ティスト・イン・レジデンスの拠点として活用・PRする事業を行っている。

日々の活動サポート体験のほか、手がける「アーティスト・イン・レ
ジデンス」のPRを担当してほしいです。PR方法はアイデア次第、
人を呼び込むイベントを企画するもよし、SNSで情報発信するも
よし。いろんな引き出しでアイデアを試してください。現在もフラ
ンス人4人とスウェーデン人1人を受け入れて活動中。

守本陽一さん
学生時代から医療者が屋台を引いて街中を練り歩く屋台カフェや地域診断と
いったケアとまちづくりに関する活動を豊岡で実施。現在は医師としてフルタ
イムで働きながら、商店街の空き店舗を改修したシェア型図書館「だいかい文
庫」を社会的処方の拠点として運営している。

「学びの場で得た気づきを活かして」
「学び」の分野に興味があれば月に一度開催している「子どもの冒
険ひろば」「アシレンジャー」の活動のプログラム企画から当日の
運営まで携わってもらえます。「起業」に関心があれば、女性の起
業支援家の交流会の企画に関われます。まずは想いと関心事を
聞かせてください。

「自ら問いを持ち、突き詰めていく」
アパレル会社としてお仕事である製造と販売の業務はもちろん
携わってもらえます。それらを突き詰めてもらうのも良しですが、
他にも「自分たちの日常を自分たちで豊かにすること」を目指して
学び場つながる場としての古民家の改装計画や持続可能な循環
を実現する「niime村構想」の活動にもぜひ参加して欲しいです。

「『お店番』というケアの入口を担う」
だいかい文庫には訪れる人達を見守ったり、コミュニケーション
を取ったりする「お店番」の存在が不可欠です。多様な人が集まる
場づくりを経験しながら、自分にできることを模索し、興味や相性
が合えばイベントの企画やだいかい文庫の運営に関わってもらう
ことも可能です。

河口紅さん
2000年から教員研修トレーナーとして、授業でICTを活用するための研修を全
国の教育委員会で実施。「新たな学びの場」の創出を目指して2003年NPO法人さ
んぴぃすを設立（現：一般社団法人さんぴぃす）。現在は教育支援だけでなくまち
づくりから、子育て支援や女性の起業支援にも取り組む。すべての事業に必ず
「学び」の要素を取り入れて実施することを法人の信条としている。

玉木新雌さん
大学・専門学校でデザインを学び、繊維専門商社に就職。パタンナーとして働い
た後、独立。理想の布を求める中で播州織に出会い、その新解釈と開発を目指し
て2004年にブランド「tamaki niime」を立ち上げる。生産拠点を置く西脇市の織
物業者とも連携しながら、一点モノにこだわったショールや服を生産し、「新た
な播州織」を発信している。

インターン生へのメッセージ インターン生へのメッセージ

インターン生へのメッセージ インターン生へのメッセージ

インターン生募集中のすごいすとは15名程度。県内各地で受け入れ予定です。
他の受入先についてはWebサイトをご確認ください。

応募方法 申請締切 書類申請後、オンライン面談の
選考があります。

6月30日（月）公式サイト上に各プロジェクトページ（activo）への
リンクがあります。お申し込みは各プロジェクト
ページから応募フォームに入力ください。


